
ネットチャーチの必要性
と

私たちの伝道
◆オン時代と福音宣教の可能性◆
◆オン時代とコロナ禍の可能性◆

～ネットを通してやらなければならない伝道者の仕事～
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情報通信機器の世帯保有率の推移 （図表_1）
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2017年の世帯における情報通信機器の保有状

況をみると、「モバイル端末全体」及び「パソコン」

の世帯保有率は、それぞれ94.8％、72.5％となっ

ている。また、「モバイル端末全体」の内数である

「スマートフォン」は、75.1％（前年差3.3ポイント上

昇）と上昇しており、「パソコン」の世帯保有率を上

回った。

●スマートフォンの世帯保有率がパソコンを上回る

※テレビやラジオは、片方向（一方通行）だが、通信は双方向。多対多、一対多通信が可能である。



●スマートフォンでのインターネット利用がパソコンを上回る

（図表_3）

（図表_2）
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また、端末別のインターネット利用率は、
「スマートフォン」（59.7％）が最も高く、
「パソコン」（52.5％）の利用率を上回った。
（図表_3）

2017年のインターネット利用
率（個人）は80.9％（図表_2）



●インターネットの利用目的は、「電子メールの送受信」が最も多い

インターネットの利用目的

については、「電子メールの
送受信」がほぼすべての年
齢層で高くなっている一方、
「ソーシャルネットワーキン
グサービスの利用」や「動画
投稿・共有サイトの利用」で
は世代間での差が大きく
なっている（図表_4）。

このうち、ソーシャルネット
ワーキングサービスについ
ては、40～69歳の各年齢階

層で利用率が上昇している
（図表_5）。

（図表_4）
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年齢階層別ソーシャルネットワーキングサービスの利用状況

（図表_5）
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オン時代

情報通信機器の世帯保有率を見ると「モバイル端末全体で
94.8%」 スマートフォンは「75.1%」
ビジネスはもちろん、PTAの回覧、家庭でも使われて定着してきた。

パソコンと違い、モバイルはカバンやポケットに入れて常に電源
が「ONの状態」。

電話のみならず、テキスト、画像、動画までもやり取りができるよ
うになった時代。

さらに、通信のみならず、情報検索や個人的情報から企業やアカ
デミックな内容まで閲覧できる。費用を払えば、高度な情報から通
信教育まで出来るようになった。
手のひらに乗る端末に、いつでもどこでも情報が手に入る。
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コロナ禍で変わった社会

➢ WHOは2020年3月11日、新型コロナウィルスの「パンデミック」宣言。
➢ 政府、全国の小・中・高、2020年3月2日から臨時休校要請。
➢ 日本政府は2020年5月25日緊急事態宣言。
➢ 世界の主要都市はロックダウン。
➢ コロナウィルスは、日本、世界の社会生活一変させた。

世界、日本の教会も例外なく一時閉鎖されていく。
（モスクも同様に礼拝ができなくなる。）

困った教会・・・しかし、ビジネスで使われているweb会議アプリや動画サイトを利用し、
信徒は自宅から礼拝をするようになった。
動画を利用できない高齢者には、礼拝をDVDに録画し送付。
信徒たちは場所は離れても、神さまに心を向けて礼拝をしている。

私たちの家庭礼拝は、いち早く感染予防に徹し、さらにネット礼拝を行ない臨機応変に
礼拝を捧げることができた。（ネット環境とアプリとパソコン操作は問題なし）
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オン時代とコロナ禍

私が週末神学校に滞在していた時は、妻と姉のいる自宅へネットを利用し礼拝をしても
らっていた。ネット通信が不安定になってもメッセージは理解できるように、メッセージ原稿
をメールで送っておいた。幸い、不安定になっても、礼拝プログラムにそって礼拝を続けら
れた。

神学校滞在時、仕事で顧客の相談に乗り対応してきたが、コミュニケーションや具体的
対応もすべてネットであった。10年以上も前から、パソコンを遠隔操作できるので、技術
対応もネットが通じていれば可能である。
緊急時、電話でも、テレビ電話でもカウンセリングはできる。

コロナ禍で、ステイホーム、ソーシャルディスタンスが定着し生活様式が変容。そして変
容した中での礼拝。

これまで、礼拝は教会に集まり、賛美し祈り、御言葉を聞き、愛餐によって交わり、霊的
祝福を受けた。しかし、現在は集会に大きな制約があり、高齢者や基礎疾患をもっておら
れる方々には最大限の配慮が必要である。

危機ととらえる教役者の声を聞くが、私はまったく逆で大きなチャンスだと感じている。
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オン時代とコロナ禍の可能性
いま、お一人の女性が、コロナによって、仕事の先が見通せなくなり、困っているとこ
ろに私が連絡したことで、様々な問題・課題が解決していき、ネット礼拝にお誘いする
と喜んで出席下さっている。まだ他に誘うと数人OKだと言ってくださる方々がおられる。
ただ、こちらの対応が追い付かない為ペンディング中。

現在、未信者の方は一人だけだが、先日、初のレクリエーションをすると喜んで参加
され、他の姉妹方とよき交わりとなった。

自宅にパソコン、カバン・ポケットにスマホがあるから出来るネット礼拝。
自宅に居るからといって服装はラフではない。心が神さまに向いているからだ。

個人的には、礼拝に誘いやすくなった。ネット礼拝だから、また、ネットを通して気楽
に誘えることと、メッセージは私が担当するので、お一人お一人の顔を見ながら進行と
メッセージができる。アフターケアも丁寧にできる。電話、メール、SNS、動画通話など。

比較的スムーズにケアできるのである。そして、相手からも、仕事、人間関係、介護、
病気、子育てについて、気楽に相談を受けることができます。

教会へ行けなくても、会えなくても、相手の困っていることを早く、しっかりとヒアリン
グし、共にお祈りをして、やらなければならないことを順序だてて示せれば、相談者は
平安を得られる。

ネットは生活インフラで道具なのである。考え方、使い方ひとつで世界が変わり、伝
道と信徒のケアに貢献できるのである。御言葉に力がある。
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身につけないといけない知識と技術_1

【礼拝】
・ネットの仕組みとアプリの操作
・礼拝プログラム進行のスムーズな操作
・礼拝プログラム進行上の画面切り替え

【カウンセリング】
・動画で行い、相手の表情を見る
・ノンバーバルコミュニケーションから読み取る（読み取られる）
→視覚情報…見た目、身だしなみ、表情（視線）など…55%
→聴覚情報…声の質・大きさ・速さ（テンポ）…38%
→言語情報…話す言葉そのものの意味…7%
・文字化、電話、対面を使い分け、特に人間関係のことは文字化しないで対面にする

【ネット対策】
・個人情報漏洩
・ウイルス対策
・誹謗中傷対策
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身につけないといけない知識と技術_2

・発達心理学
→ライフサイクル理論
・宗教法人法
・労働関連法規
・財務・会計
・組織論
・経済学（ミクロとマクロの概念）など

◆聖書を読む観点に、個人、家庭、組織、国家のことも書かれている。
◆聖書に書かれている神さまの指導（ご命令）を理解し現代に適用する。
◆組織づくりは、個人個人の心が組織の目的に向か合わなければ一致しない。
◆家庭、職場、自治会、地域、国家、国家間すべてがそうである。
◆聖書は、個人的資質、組織づくりにも役立つ指南書でもある。
言うまでもないが、それは、神さまが私たちに社会をある程度委ねているからである。

これらのことを学ぶと聖書理解が進む。
律法、福音はいかに優れているか、社
会に役立つ指南書であるかがわかる。

聖書は神さまの言葉が書かれている
地上唯一の書物であって、神さまの考え
や人間の背徳が記され、「救い」の必要
性、神の国の国民のあり方が深く理解
することができる。
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【牧会上の社会で必要な周辺知識】

【聖書】



主な伝道ターゲット

－319,725人

教会から離れたと考えられる人の数

参照：東京基督教大学 国際宣教センター 日本宣教リサーチ
2019年4月 JMR調査レポート（2018年度）
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参照：東京基督教大学 国際宣教センター 日本宣教リサーチ
2019年4月 JMR調査レポート（2018年度）

主な伝道ターゲット_2

約8万人

約5万人

日本基督教団
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教会から離れた信徒たち

理由は、さまざま想像できますが、ここでは言及しませ
ん。ただ、現実にバプテスマ（洗礼）まで受けて、教会を
離れた人たちの中に、ご聖霊が内住されておられる方々
が必ずおられる。

その兄弟姉妹は、やがて礼拝を渇望されます。

その方々にアプローチをし、神さまに向かって礼拝し、
心の内を聞き、共に祈り共に地の塩、世の光として社会
で暮らしていく。

■礼拝への意識が高まれば、ご自身が住んでおられる
地域教会の出席を促します。
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人生の意味が分らない人たちへ

クリスチャンでも人生の意味が分らなくなり、生きていく上での困難に疲れ切る
人が少なくありません。未信者はさらに分からないでしょう。特に進化論的な思
想があると自身も含めて「人」に優劣をつけて見がちです。また、価値観が安易
なものに流されてしまいます。お金、地位、異性、タレント、占い、自分、組織など。
どれも価値基準が流されやすいものです。

ですから、心が上下左右に揺れてしんどくなりアディクションをもちやすくなりま
す。逆に自分は正しいと自分本位に主張し、多様性を認めない。

ネット社会は、誘惑の宝庫です。また、陰湿な面もあふれ出しています。

そこに福音を伝えるネットチャーチは、人を悪や誘惑に流されることからの予
防にもなり、人生の意味を知り、自分自身を知り、神さまが「あなた」を必要とし
て、この時代、この地に置いたのだ。ということを知らせることが可能です。

「ネットチャーチ」、「ネット伝道」は悪魔からの誘惑の観点からも必要な働きだ
と考えています。
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古代教会からの学び

今の日本は、イエス様の福音、使徒たちの福音宣教時代と似通っています。

セメントを得たローマ帝国。道路が敷設され、貿易が盛んとなって人の往来が活発にな
り、公用語はギリシャ語。福音宣教のインフラが整った時代です。
人口6千万に居たと言われる約2千年前、陸路、海路を使って伝道を開始したのです。

戦後復興を成し遂げ、先進国として世界をリードする一国の日本は、人口1億2千万あま

り、公用語は日本語、空路・陸路・海路に加えてネット社会。そして先に述べたオン時代。
福音を伝える手段が増えました。

イエス様が父なる神さまの右に座されてから、弟子たちは東奔西走し、教父たちはイエ
ス様、使徒たちの言葉を新約聖書として正典化しキリスト教の礎を築いてきました。

日本のプロテスタント教会の多くは、19・20世紀に来日した欧米の宣教師たちから大き
な影響を受けました。日本のキリスト教の歴史は、せいぜい150年程。今まだ、キリスト教
の基礎が全く存在していない文化の中で、ゼロから伝道し教会形成をしているのです。

弟子たちの伝道・教会形成時代から、迫害、にせ教師、分派、不道徳など問題・課題は
山積していました。教会は躓きながら主に導かれて一歩一歩教会形成していったのです。
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ネット教会のカバー範囲
現実、私たちの住む日本に何かしらの理由で、礼拝に出席でき
ていない兄弟姉妹がおられます。

「引け目」「負い目」「忙しさ」「居づらさ」「勘違い」「思い込み」「情報
不足」「プレッシャー」「多忙」・・・
教会側の「失礼」「無礼」「非礼」からの躓きもあるでしょう。

そこで「ネット礼拝」の出番です。オン時代では、気軽・容易に誰
でも参加できます。動画配信サイトを使えば、忙しい現代クリス
チャンには空いている時間を利用して個人礼拝をもつことができま
す。先ずは礼拝から一歩一歩共に主につながるのです。

今や、地域教会はネット教会でも可能なのです。

北は北海道、南は沖縄まで、地方から都会までカバー
できるのです。
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•礼拝

•婦人会、青年会、ジュニアクラス、男子社会人会

•次世代リーダー育成

• カウンセリング

•聖書学び会

•職場事例会

•家庭事例会

などやるべき事は多い
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ネットチャーチの働きとコンテンツ



分析シート

次々ページのシートは、カウンセリングに用いるものです。

一般に言われる人間の精神活動の中に含まれる3つの要素に加

えて聖書観点的要素である、罪、肉、ご聖霊の内住を一覧にしたも
のです。

聖書によるとクリスチャンは、教会は神の宮であり、神の御霊が
自分の内に宿っていると書かれています。

私たちの生活は組織内で指示されたことは、指示した方の責任
で指示通りに動けばよいのですが、自分で判断、決断を求められ
る場面では、全人格をもって神さまの導きに従うことが神の国民の
務めです。
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分析シート
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つまり、神さまを知らない、信じない方々は、全人格をもって主体
的に自分が正しいとして判断・決断するために多くの判断材料を探
し、人に相談し、占い、決断していきます。

逆に言いますと、いつも、辛い、困難な中にいるのです。神さまの
御心、ご計画に従うことが解ると、どれだけ重荷が軽減されること
でしょう。

福音宣教は、日常生活のただ中にあり、社会生活の中で、「地の
塩、世の光」となるのです。

そのことを簡単に示したものが次のページです。
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罪性（神さまに背く）

人の見えな
い要素

理性・知性 感情 意志
本能

（肉体的）
良心

はたらき
知性に関わ
る心のはた
らき

感情に関わ
る心のはた
らき

意志に関わ
る心のはた
らき

肉体の生存
善悪の善を
取ろうとす

る

性質
賢さ、分析、
理論

優しさ、感
性、美意識

正しさ、洞
察、内省、

観
本能的保身

社会・文
化・経験が
基準

指向性
真や利の価
値を目指す

美や快の価
値を目指す

善の価値を
目指す

生存を目指
す

社会的調和

体の部位
アタマ／手
／足で行う

胸で感じる 肚で観ずる 体全体 頭全体

社会的働き

科学、技
術・エンジ
ニアリング
の世界

芸術、デザ
インの世界

倫理、哲学、
宗教の世界

実質的肉体
をもって消

費

個人的主張
を制御

一言表現
好奇心・探
求心

喜怒哀楽
（センサー）

強い意向 生きる
最適解を求
める

信仰
ご聖霊

全ての分野に影響がある

人間の精神活動の中に含まれている3つの要素＋聖書観点的要素

社会・文化

※上図は大枠の概念であり、もう少し細分化する必要がある。
※自己顕示欲、自尊心、自己抑制などは社会（他者、組織）との関わりの中で芽生える境界線であり、この図には記されていない。
※自我は、本能的要素が強いと言える。保身により、失敗や非を認めない。攻撃する。
園の中央に木の実を食べてしまい神さまから尋ねられたとき保身的行動に出た。
自我は、内にも外にも働き、自身や社会に対して自身を守ろうとし矛盾を正当化する。
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ご本人

職場

原家族

家族

友人
知人

趣味

取引先

社 会



ネットチャーチの魅力
【利用者】
・手軽に気楽に礼拝出席
・ネット礼拝の工夫次第では、交わりが深まる
・職場の合間にも少し出席
・コンテンツが良ければ利用する
・オフ会が盛り上がる
・奉仕の軽減

【運営者】
・動画配信は映像をシリーズ化できる
・対談形式、パネラー形式、漫才形式で興味を引くことができる
・信者の証しを発信できる。
・専用ページ（会員IDとパスワードを付与）を設置。
→週報、イベント告知、祈りの課題など情報共有
→ショートメッセージ配信
・オフ会が盛り上がる
・固定費が低い
・施策の効果が計測できる
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何度も繰り返し

解かる → 楽しさ

出来る → 喜び

伝える → 難しさ

工 夫 → 成長

変 化 → 実感
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礼拝を心待ちにしておられる 説き明かしで養われる

2020年10月26日（月）


